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平
成
１９
年
度
第
１
回
通
常
総
会

新
会
長
に
宮
下
秀
樹
氏
を
選
任

平
成
１９
年
度
第
１
回
通
常
総
会
が
５

月
１９
日
午
後
２
時
か
ら
東
京

・
麹
町
の

弘
済
会
館
で
開
か
れ
た
。
会
員
１
６
４

人
が
出
席
し
、
①
平
成
１８
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算

ｏ
財
産
目
録
の
承
認
、

②
平
成
１９

・
２０
年
度
役
員
及
び
評
議
員

の
選
任
、
③
平
成
１９
年
度
除
籍
予
定
者
、

④
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別
会

計
中
間
報
告
―
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。
新
し
い
会
長
に
は
、
宮
下

秀
樹
氏
を
選
任
し
た
。

・
会
長
あ
い
さ
つ

「１
０
０
周
年
」
終
え
感
無
量

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
任
期
を
終
え

た
平
山
善
吉
会
長
は
、
あ
ら
ま
し
次
の

よ
う
に
挨
拶
し
た
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
『日
本
山
岳
会
百

年
史
』
の
刊
行
を
は
じ
め
、
英
文
ジ
ャ

ー
ナ
ル
、
『新
日
本
山
岳
誌
』
な
ど
の
刊

行
。
こ
れ
ら
の
集
大
成
と
し
て
の
式
典

は
皇
太
子
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
世

界
各
国
か
ら
代
表
者
を
招
い
て
開
催
し

た
。
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
し
感
無
量

で
あ
る
。

こ
の
４
年
間
、
い
く
つ
か
の
改
革
を

実
施
し
た
。
支
部
を
重
視
し
、
学
生
部

登
山
を
奨
励
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
図
り
、

公
益
法
人
へ
の
道
を
開
い
て
き
た
。
し

か
し
、
会
員
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

か
つ
て
毎
年
１
０
０
～
２
０
０
人
の
会

員
増
が
あ
り
、
２
０
０
１
年
に
は
６
０

０
７
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
続
け
て
い
る
。
会
の
収
入
も
減

少
し
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
は
既
存
の
事

業
を
た
だ
続
け
る
の
で
は
な
く
、
方
向

転
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
思
う
。

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
提

起
し
た
い
。
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
こ

と
だ
が
、
あ
え
て
申
し
上
げ
た
い
。
第

一
は
会
員
数
の
問
題
だ
。
こ
れ
ま
で
会

員
を
増
や
す
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
無
制

限
に
入
会
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
。
会
員
に
は
お
の
ず
か
ら

一
定
以
上
の
山
の
知
識
と
経
験
が
問
わ

れ
、
諸
先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
品

格
が
必
要
で
は
な
い
か
。
適
正
な
規
模

を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
第
二
は
委
員
会
だ
。
す
べ
て
が

必
要
だ
ろ
う
か
。
私
は
委
員
会
の
統
廃

合
を
提
案
し
て
き
た
。
総
務
、
財
務
委

員
会
と
か
山
岳
、
会
報
、
図
書
、
資
料
・

映
像
委
員
会
な
ど
は
必
要
だ
ろ
う
が
、

き
び
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
必
要
　
１

で
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
同
　
轟

好
会
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
支
部
や

同
好
会
の
活
動
を
見
習
う
べ
き
だ
。
第

二
は
、
登
山
を

「業
」
と
し
て
い
る
会

員
の
取
り
扱
い
だ
。
会
の
問
戸
を
開
ざ

す
も
の
で
は
な
い
が
、
会
の
中
枢
に
あ

る
人
が
商
業
登
山
を
す
る
の
は
反
対
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
私
案
と
し
て
批
判
を

い
た
だ
き
、
新
し
い
会
長
の
も
と
で
、

議
論
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

・
事
業
報
告

・
収
支
決
算

首
都
圏
に
３
つ
の
支
部
誕
生

こ
の
日
の
総
会
に
は
２
５
１
８
の
委
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任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
在
籍
者
は
５
５

４
３
人
で
あ
り
、
出
席
者
を
合
わ
せ
る

と
、
会
員
の
３
分
の
１
を
上
回
っ
て
総

会
は
成
立
。

文
部
科
学
省
の
指
導
で
事
業
計
画

ｏ

予
算
案
を
当
該
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る

前
に
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
昨
年
か
ら

通
常
総
会
を
年
２
回
開
い
て
い
る
。
こ

と
し
の
事
業
計
画

・
予
算
案
は
３
月
に

総
会
を
開
き
承
認
し
た
。
今
回
は
昨
年

度
の
事
業
報
告

・
収
支
決
算
を
審
議
す

る
。
吉
永
英
明
総
務
担
当
理
事
が
事
業

報
告
を
、
贄
田
統
亜
財
務
担
当
理
事
が

収
支
決
算

・
財
産
目
録
を
説
明
し
た
。

【事
業
報
告
】

公
益
社
団
法
人
へ
の
移

行
に
備
え
、
「公
益
的
事
業
」
と

「
一
般

事
業

・
会
員
の
た
め
の
事
業
」
に
大
別

し
た
。
支
部
の
公
益
的
事
業
が
多
い
。

４
月
に
は
宮
崎
支
部
が
子
ど
も
登
山
教

室
、
５
月
に
は
北
九
州
支
部
が
初
心
者

登
山
教
室
、
８
月
に
は
北
海
道
支
部
が

自
然
児
学
校
、
ま
た
青
森
支
部
が
身
障

者
登
山
を
開
催

・
実
施
し
た
。

９
月
２４
～
２６
日
、
日
本

ｏ
ネ
パ
ー
ル

国
交
樹
立
５０
周
年
ネ
パ
ー
ル
展
を
マ
ナ

ス
ル
委
員
会
と
共
催
で
実
施
し
た
。
自

然
保
護

・
山
岳
環
境
保
全
事
業
で
は
、

高
尾
の
森
づ
く
り
の
ほ
か
、
青
森
支
部

が
自
神
山
地
再
生
育
林
、
東
海
支
部
が

猿
投
の
森
づ
く
り
、
宮
崎
支
部
が
水
原

の
森
づ
く
り
を
実
施
、
関
西
支
部
が
中

央
分
水
嶺
踏
査
事
業
に
入
ら
な
か
っ
た

四
国
分
水
嶺
を
踏
査
し
た
。

こ
の
ほ
か

『日
本
山
岳
会
百
年
史
』

を
刊
行
、
第
９
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

を
山
本
紀
夫
氏
に
授
与
、
海
外
登
山
基

金
に
よ
る
海
外
登
山
の
助
成
を
ク
ビ
ツ

ァ
ン
ポ
源
流
学
術
登
山
隊
な
ど
３
隊
に

行
な
っ
た
。

会
員
の
た
め
の
事
業
と
し
て
は
、

１２

月
に
年
次
晩
餐
会
を
、
は
じ
め
て
東
京

を
離
れ
東
海
支
部
の
主
管
で
、
名
古
屋

で
開
催
、
ま
た
マ
ナ
ス
ル
登
頂
５０
周
年

を
記
念
し
、
ネ
パ
ー
ル
で
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
き
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
実

施
し
た
。

首
都
圏
で
の
支
部
化
を
進
め
た
結
果
、

こ
と
し
５
～
６
月
に
栃
木
、
茨
城
、
千

葉
で
設
立
総
会
を
開
く
段
取
り
と
な
っ

た
。
全
国
２８
支
部
と
な
る
。

【収
支
決
算
等
】

収
支
決
算
は
、
収
入

合
計
が
７
２
７
１
万
円
だ
っ
た
。
う
ち

会
費

ｏ
入
会
金
は
６
５
２
５
万
円
で
収

入
全
体
の
８９

・
７
７
を
占
め
た
。
新
入

会
員
は
１
５
０
人
を
予
定
し
た
が
、
１

４
１
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

支
出
は
７
１
９
４
万
円
と
な
っ
た
。

内
訳
は
事
業
費
が
４
１
０
８
万
円
、
管

理
費
は
２
９
１
３
万
円
。
事
業
費
が
多

く
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
事
業
費

の
う
ち
、
出
版
費
は

『山
岳
』
製
作
費

の
ペ
ー
ジ
減
な
ど
に
よ

っ
て
予
算
を
下

回

っ
た
。
支
部
関
係
費
は
上
高
地
で
支

部
長
会
議
を
開
催
し
増
加
。
そ
の
他
事

業
費
は
総
会

・
晩
餐
会
な
ど
の
費
用
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

・
自
然
保
護
全
国
集
会

な
ど
に
対
す
る
補
助
金
、
グ
ッ
ズ
用
品

の
仕
入
れ
な
ど
。
仕
入
れ
を
控
え
た
こ

と
な
ど
で
予
算
を
下
回

っ
た
。

当
期
収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た

当
期
収
支
差
額
は
７７
万
円
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
当
期
収
入
で
支
出
を
ま
か
な
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
期
か
ら
の

繰
越
金
を
加
え
、
次
期
繰
越
収
支
差
額

は
９
２
５
万
円
と
な
っ
た
。
期
末
正
味

財
産
合
計
額
は
４
億
２
７
７
５
万
円
。

こ
れ
ら
に
対
し
竹
中
彰
監
事
か
ら
収

支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で
あ
り
、

さ
ら
に
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実
に
行

な
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が

あ

っ
た
。

・
理
事

・
監
事
、
評
議
員
の
改
選

執
行
部
案
ど
お
り
拍
手
で
承
認

第
２
号
議
案
は

「役
員

・
評
議
員
の

改
選
」
。平
山
議
長
が
候
補
者
を
提
示
し

た
。
前
々
回
の
改
選
で
は
、
質
疑

・
意

見
が
相
次
い
だ
。
今
回
は
大
き
な
反
対

表
明
も
な
く
、
多
数
の
拍
手
で
も

っ
て

執
行
部
案
通
り
承
認
し
た
。

平
成
１９

・
２０
年
度
理
事

・
監
事

会
　
長
　
　
　
宮
下
秀
樹

副
会
長
　
　
　
神
崎
忠
男

副
会
長
　
　
　
鰺
坂
青
青

斎
藤
健

一

吉
永
英
明

藤
井
正
善

石
橋
正
美

古
野
　
淳

太
田
晃
介

宮
崎
紘

一

成
川
隆
顕

堀
井
昌
子

相
馬
　
勉

山
川
陽

一

岡
部
　
紘

深
川
安
明

4年の任期を終え、あいさつする平山善吉会長

監 理 理 理 理 理 理 理 理 理 理 理 理

事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事

新
任

新
任

新
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

E2

一■
■
■

瞥平成1
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監
　
事
　
　
　
竹
中
　
彰
　
　
新
任

評
議
員

▽
再
任
＝
日
下
田
賞
、
岩
坪
五
郎
、
河

野
長
、
田
部
井
淳
子
、
今
村
千
秋
、
藤

本
慶
光

▽
新
任
＝
秦
野

一
彦
、
阿
部
和
行
、
酒

井
省
二
、
中
野
和
郎
、
高
速
宏
、
新
妻

徹
、
浜
口
欣

一
、
山
本
聖
二
、
坂
口
三

郎
、
近
藤
緑
、
寺
西
申
生
、
小
疇
尚

・
１９
年
度
除
籍
予
定
者

首
都
圏
３０
人
、
支
部
６１
人

平
成
１９
年
度
の
除
籍
対
象
者
は
９１
人
。

会
費
を
１７

ｏ
ｌ８
年
度
の
２
年
間
滞
納
し

て
い
る
人
で
あ
る
。

１９
年
度
も
納
入
し

な
い
と
除
籍
と
な
る
。
首
都
圏
３０
人
、

支
部
６１
人
。
会
員
番
号
１
０
０
０
０
台

の
会
員
が
多
い
。
実
際
の
除
籍
者
は
例

年
、

４０
～
５０
人
と
な
る
が
、
１
年
間
で

も
い
い
か
ら
会
費
を
納
め
て
留
ま
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
。

■
１
０
０
周
年
記
念
事
業
　
特
別
会
計

募
金

・
寄
付
総
額
７
１
８
４
万
円

１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
中
間
報
告
が
あ

っ
た
。
事
業
費

総
額
１
億
５
１
７
万
円
。
最
終
的
に
は

６０
～
７０
万
円
が
残
る
見
込
み
だ
。

募金内訳 総数 (件 ) 募金 (万円)

会  員 3,429 7,002

会員有志 345 999

企  業 104 2,546

大  学 27 342

そ の 他 18 83

募
金
は
、
会
員
か
ら
３
年
間
３
０
０

０
円
ず
つ
募
金
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

主
体
に
行
な
っ
た
。
会
員
、
企
業
な
ど

か
ら
計
６
６
７

６
万
円
募
金
し

て
い
た
だ
い
た
。

募
金
寄
付
総
額

は
７
１
８
４
万

円
と
な
っ
た
。

支
出
は
、
記

念
式
典
２
０
３

０
万
円
、
『百
年

史
』
１
６
０
０

万
円
、
登
山
隊

補
助
９
８
０
万
円
な
ど
。

・
質
疑

・
応
答

柴
田
篤
志
会
員
（４
９
３
２
）
『山
岳
』

復
刻
版
の
刊
行
に
対
す
る
ア
テ
ネ
書
房

か
ら
の
手
数
料
２８
万
９
８
０
０
円
が
同

社
の
倒
産
で
未
回
収
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

吉
永
理
事
　
昨
年
８
月
、
法
的
整
理

に
入
っ
た
と
通
知
を
受
け
た
。
未
回
収

と
な
っ
て
い
る
。
回
収
は
難
し
い
。

山
川
陽

一
自
然
保
護
委
員
会
委
員

（１
２
９
４
６
）

自
然
保
護
活
動
は
支

部
が
活
発
だ
、
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た

が
、
自
然
保
護
委
員
会
は
支
部
に
委
員

を
多
く
持

っ
て
い
る
。
昨
年
、
山
陰
で

開
催
し
た
自
然
保
護
全
国
集
会
も
本
部

と
支
部
が

一
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
も

の
だ
。
認
識
を
改
め
て
ほ
し
い
。

大
島
輝
夫
会
員

（４
０
１
２
）
『百
年

史
』
編
纂
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
。
収

集
さ
れ
た
史
料
は
、
ぜ
ひ
保
存
し
て
ほ

し
い
。
戦
時
中
の
記
述
に
は
異
論
も
あ

る
が
、
会
が
派
遣
し
た
登
山
隊
を
表
の

形
に
し
て
掲
載
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

松
田
雄

一
百
年
史
刊
行
委
員
長

（４

１
１
１
）

積
み
残
し
た
も
の
は

『山

岳
』
で
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
妻
徹
会
員
（５
８
６
８
）

北
海
道

で
台
風
に
よ
る
被
害
地
の
植
林
を
や
っ

て
い
る
。
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
な

か
に
あ
る

「森
づ
く
り
補
助
」
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。
参
考
に
し
た
い
。会員164人 が出席、満員になった総会会場

山
川
会
員
　
高
尾
の
森
づ
く
り
で
の

記
念
事
業
で
、
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ
で

行
な
っ
た
演
劇
に
対
す
る
費
用
だ
。
実

際
は
企
業
か
ら
集
め
た
お
金
で
行
な
っ

た
。
関
連
記
念
行
事
と
い
っ
た
も
の
だ
。

・
新
会
長
挨
拶

縮
小
均
衡
を
も
視
野
に
入
ね
る

議
事
終
了
の
あ
と
新
役
員

・
評
議
員

が
紹
介
さ
れ
た
。
会
場
の
前
に
ず
ら
り

と
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
挨
拶
。
大
き
な

拍
手
を
受
け
た
。
宮
下
新
会
長
は

「会

員
の
純
減
、
ひ
い
て
は
収
入
減
少
が
目

前
に
迫

っ
て
い
る
。
公
益
法
人
化
、
首
　
３

都
圏
の
支
部
化
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。
爾

縮
小
均
衡
も
視
野
に
入
れ
て
行
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

６０
歳
代
が
元
気
だ
と
い
う
。
日
本

山
岳
会
も
６０
歳
代
の
会
員
が
全
体
の
３８

７
を
占
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
知
恵
と
パ
ワ

ー
を
お
借
り
し
た
い
。
若
い
人
の
魅
力

あ
る
こ
と
も
や
っ
て
い
き
た
い
。
と
に

か
く

『楽
し
い
会
に
し
よ
う
』
を
合
言

葉
に
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
語
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
い
た
。

山
田
二
郎
名
誉
会
員
が
音
頭
を
と
っ
て

乾
杯
し
和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

（文

ｏ
高
橋
重
之
、
写
真

・
神
長
幹
雄
）



*青年部会報「きりぎりす」の発行 (年 2回 )

*「中央分水嶺踏査」報告書の発行

*「北海道中央分水嶺踏査記録」の発行 (北海道支部)

*自然保護委員会会報「木の目草の芽」刊行

(4)そ の他目的を達成するための事業

*第 9回秩父宮記念山岳賞の授与 (受賞者 山本紀夫氏)

*海外登山基金による海外登山の助成 (クビツァンポ源流学術登山隊外3隊 )

*山岳図書の整備・拡充

*山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議

*国内関係団体 (日本山岳協会 0東京都山岳連盟 0日 本ネパール協会・

日本ヒマラヤ協会 。HAT一 J。 その他)と の連携

*海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等

*国内博物館・美術館との提携

*「上高地山岳研究所」の運用

*上高地・ミニ水力発電所の運用

*登山記録等の保存 。整備

2.一般事業及び会員のための事業

(1週釜山、集会、施設の運用等

4月 1～ 4日 第 2回世界遺産熊野古道を歩く (事業)    熊野

4月 14～ 15日 中央分水嶺踏査 (科学)          馬坂峠

4月 15～ 16日 学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会 (学生)奥多摩

4月 29日   上高地山研開所 (山研)          上高地

5月 11～ 13日 中央分水嶺踏査 (科学)         安が森峠

5月 24～ 28日 若葉山行 (韓国、事業)          智異山

6月 3～ 4日 東北北海道地区集会             秋田

6月 3～ 4日 新入会員のための徳本峠越えとウエストン祭(山研)上高地

6月 7～ 8日 探索山行「富士山の地形と植生の特徴を探る」(科学)富士山

6月 17～ 18日 沢登り集会 (学生)            奥多摩

7月 15～ 16日 探索山行「富士山の地形と植生の特徴を探る」(科学)富士山

8月 26～ 27日 上高地星の会 (山研)           上高地

9月 28～ 10月 2日 北海道紅葉山行 (事業)         十勝三山

10月 7～ 9日 全国支部懇談会 (福井支部)        永平寺

10月 14～ 15日 クライミング集会 (学生)          江東

10月 28日  新入会員オリエンテーション (総務)     本会

11月 5日   上高地山研閉所 (山研)          上高地

11月 12日   学生部所属大学山岳部マラソン大会 (学生)  皇居

12月 2日   平成18年度年次晩餐会(東海支部・総務)ナゴヤキャッスル

12月 3日   晩餐会記念山行 (東海支部)       御在所山

12月 11～ 18日 マナスル登頂50周年記念レセプション・トレッキング ネパール

12月 30～ 1月 3日 冬季開所 (山研)             上高地

1月 6～ 8日 スキー懇親会 (事業)          戸隠高原

2月 3～ 4日 九州 5支部懇談会              小倉

2月 7～ 8日 アイスクライミング集会 (学生)      八ヶ岳

2月 19日   第37回山岳図書を語るタベ (図書)      本会

3月 3日   第24回図書交換会 (図書)          本会

3月 3日   第35回山岳史懇談会 (図書)         本会

(2)海外登山等

8月 ～10月  学生部パンバリヒマール遠征

9月 ～ 1月  東海支部 ローツェ南壁 (冬期)遠征

9月     福井支部 海外登山 (チベット)

通年    長期登山計画の策定

(3×無議等

*通常総会の開催 (5月 20日 03月 10日 )

*理事会の開催 (11回 )

*常務理事会の開催 (11回 )

*支部長会議 (5月 。7月 ・12月 )

*支部長・支部事務局担当者会議の開催 (2月 )

*評議員会の開催 (4回 )

山 745-2007・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

(社)日本山岳会 平成18年度事業報告
平成18年年4月 1日 ～平成19年年3月 31日

1.公益‐的事業

(1週壼山、講演会、シンポジウムの開催等

4月 20日   講演会「マッキンリーの気象観測」(科学)   本会

4月 28～ 29日 子ども登山教室 (宮崎支部)        久住山

5月 27日   初心者登山教室 (6回、北九州支部)

5月 ～3月  宮崎家裁少年補導受託登山 (年 3回、宮崎支部)

5月 27～ 28日 第26回 日本登山医学会シンポジウム (医療)

6月 2～ 4日 上高地ウエストン祭 (信濃支部)      上高地

6月 24日   第2回山の博覧会「山を知ろう山へ行こう」(山梨支部)山梨学院大

7月 7～ 8日 全国山岳遭難対策協議会 (指導)      静岡市

8月 4～ 7日 自然児学校 (北海道支部)

8月 20日   青少年登山教室 (東九州支部)      九重山群

8月 27日   身障者登山 (青森支部)         八甲田山

7月 27～ 8月 13日 上高地インタープリタ活動 (自 然保護共催) 上高地

9月 3日   実技講演会「山での突然死を防ごう」(医療・指導)日 本青年館

9月 5日   京都講演会「中高年登山者の注意点」(医療) 京大会館

9月 20日   ドクタージムダフ講演会「山岳・辺境における救急医療」(医療・海外・指導)

9月 24～ 26日 日本・ネパール国交樹立50周年ネパール展(マナスル委員会共催)秋葉原

10月 3日   山岳映画会「ガストン・レビュファ作品」(資料映像) 本会

10月 18日  スペシャルオリンピックス(知的障害者との登山)(東海支部)入道岳

10月 21日   山岳博物館等連絡会議 (資料映像)      本会

10月 28日  親と子のふれあい登山教室 (東海支部)   尾高岳

11月 2～ 3日 宮崎ウエストン祭 (宮崎支部共催)

11月 10日  山岳講演会 (岐阜支部)   長良川スポーツプラザ

11月 19日  救急蘇生法及び雪崩講習会 (指導)      新橋

11月 20～ 22日 県警察山岳救助指導 (宮崎支部)

1月 13～ 14日 雪崩講習会 (事業・指導)         関温泉

2月 1日   講演会「講師江本悠二氏」(青年)       本会

2月 6日   実技講演会「山の怪我の処置と搬送法」(医療)東京体育館

2月 3～ 4日 雪崩講習会 (指導)             白馬

2月 10～ 12日 雪崩講習会 (指導)         栂池 。白馬岳

2月 17日   フォーラム「中央分水嶺踏査」(科学)   弘済会館

2月 20日   講演会「登山のための トレーニング」(医療)東京体育館

通年    登山講座 (初級・中級)(広島支部)

(2)自然保護・山岳環境保全

6月 ～9月  高山植物盗掘防止パ トロール受託事業 (北海道支部)

6月 3～ 4日 自然観察会 (於 :神津島 自然保護)

10月 20～ 22日 自然保護全国集会 (於 :大山 自然保護・山陰支部)

10月 27～29日 フォーラムIN八 ヶ岳・勝沼 (自 然保護後援)

4月 ～9月  全国中央分水嶺踏査 (最終年)

通年    「高尾の森づくり」 (自 然保護)

″    「白神山地再生育林」 (青森支部)

″    杉峠登山道整備 (石川支部)

″    「夜叉が池」環境パ トロール (岐阜支部)

″    「猿投の森づくり」(東海支部)

″    「小津権現山」遊歩道整備受託事業 (岐阜支部)

″    「大山」横手道上ブナ林育成支援 (山陰支部)

″    森林保全巡視受託事業 (北九州支部 0熊本支部)

″    「水原の森づくり」(宮崎支部)

″    環境省「吉野熊野国立公園西大台地区利用適正偏1洒鹸討協議会」への参加(関西支部。自然1策護)

″    四国分水嶺踏査 (関西支部)

(3)出版等

*「100年史」の発行

*山岳第101年 (2006年)の発行

*会報731号～742号の発行

*イ ンターネット0ホ ームページの更新

*海外向英文誌「Japmese Apine News Vol.7」 の発行
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山 745-2007・ 6020(第 二種郵便物認可)

銀行振込手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

賃借料

雑費

0

1,640,000

1,100,000

2,700,000

60,000

3,240,000

900,000

74,953,705

164,446,465

288,450

1,314,744

2,224,165

40,000

3,240,000

422,412

一

“

,915

-380,085

-214,744

477,588

正昧財産増減計算書
平成18年4月 1日 から平成19年3月 31日 まで

貸 借 対 照 表
平成19年3月 31日 現在

収 支 計 算 書
平成18年4月 1日 から平成19年3月 31日 まで

(注)1電源開発 (株 )「マッキンリー基金」助成金 ¥1,Ooo,ooo

I 資産の部

1 流動資産

現金

振替貯金

普通預金

定期預金

未収会費

棚卸資産

流動資産合計

2 固定資産

基本財産

貸付信託

基本財産合計

その他の固定資産

土地

建物

敷金

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

13,000,000

200,000

1,250,000

750,000

800,000

200,000

100,000

650,000

650,000

320,000

50,000

100,000

700,000

13,887,501

40,956

1,359,912

957,M0

723,013

177,190

0

913,411

680,784

330,239

0

0

737,740

-887,501

159,044

-109,912

-207,640

76,987

22,810

100,000

-263,411

-30,784

-10,239

50,000

100,000

-37,740

3 固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

1,000,000

0

1,000,000

0

726,000

0

1,726,000

-726,000

-726.000

5 予備費

予備替 1,000,000 1,000,000

74,190,000 71,942,363 2,247,637

-875.000 771,926 -1,646,926

当期支出合計 (C)

当期収支差額 (A)一 (C)

次期繰越収支差額(B)一 (C) 7,606,357 9,253,283 -1,646,926

科   目 予算額 決算額 差 異 備考

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 5.000 2。 753 2,247

2 会費・入会金収入

入会金収入

復活入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

3,000,000

0

62,000,000

700,000

65。700.000

2,760,000

60,000

61,706,000

726,000

65。252.000

240,000

-60,000

294,000

-26,000

448.000

3 事業収入

広告料収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

200,000

2,500,000

2,700,000

7.000.000

1,762,500

168,030

2,326,688

1,152,770

5。409.988

-162,500

31,970

173,312

1,547,230

1.590.012

4 補助金等収入

補助金収入 1.000。000 -1.000。000 (洋 )1

5 寄付金収入

寄付金収入

寄付金収入計

0

0

0

0

0

0

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

10,000

600,000

610,000

91,651

957,897

1,049,548

-81,651

-357,897

-439,548

7 特定預金取崩収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

73,315,000

8,481,357

72,714,289

8,481,357

600,711

81,796,357 81,195,646 600,711

科    目 金   額

I 増加の部

1 資産増加額

当期収支差額

棚卸資産

終身会費積立金

2 負債減少額

増加額合計

Ⅱ 減少の部

1 資産減少額

2 負債増加額

減少額合計

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

771,926

376,343

726,000 1,874,269

1,874,269

1,874,269

425,880,434

427,754,703

科   目 予算額 決算額 差 異 備考

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

海外登山補助費

山岳研究所事業費

山岳研究所運営費

ミニ水力発電

その他事業費

印刷・製本費

刊行物発送費

事業費計

10,800,000

170,000

1,790,000

700,000

10,500,000

200,000

1,000,000

1,360,000

2,560,000

200,000

9,600,000

400,000

4,500,000

43.780.000

8,556,397

261,650

1,781,806

452,057

11,819,939

87,838

850,000

1,310,214

2,520,933

0

8,188,993

560,866

4,690,963

41.081.656

2,243,603

-91,650

8,194

247,943

-1,319,939

112,162

150,000

49,786

39,067

200,000

1,411,007

-160,866

-190,963

2.698.344

目 金

295,185

1,174,572

4,143,526

0

5,208,000

12,688,796

■ 5



科   目 金   額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

現 金 現金手許有高

振替貯金 千代田四番町郵便局

普通預金 りそな銀行市ヶ谷支店
′′    三菱東京UFI銀行市ヶ谷支店
″   中央三井信託銀行本店
″   みずほ銀行市ヶ谷支店
″   三井住友銀行飯田橋支店
″    三菱東京UFI銀行新宿支店

通常貯金 千代田四番町郵便局

未収会費434名

棚卸資産 (注)1
流動資産合計

2 固定資産

(1)基本財産

貸付信託 中央三井信託銀行

基本財産合計

(2)その他の固定資産 (注)2
土  地

建  物

敷  金

什器備品

長期計画準備金

(定期預金千代田四番町郵便局)

(定期預金三菱東京UFJ市 ヶ谷)

(普通預金三菱東京UFJ市 ヶ谷)

(普通預金みずほ市ヶ谷)

秩父宮記念基金

(定期預金三菱東京UFJ新宿)

終身会費積立金

(普通預金みずほ市ヶ谷)

海外登山基金

(定期預金りそな市ヶ谷)

(定期預金三井住友飯田橋)

(定期預金みずほ市ヶ谷)

退職引当預金

(定期預金みずほ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金平成18年度秩父宮記念基金積み増し

前受会費平成19年度会費 12名分

預り金職員に対する源泉所得税その他

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正味財産合計

295,185

1,174,572

2,788,687

926,409

300,089

23,556

73,022

23,521

8,242

5,208,000

1,867,513

8,000,000

12,688,796

421,325,527

434,014,323

6,259,620

8,000,000

74,953,705

164,446,465

288,450

8,824,982

5,043,000

18,003,305

6,200,000

800,000

15,200,000

21,274,000

33,600,000

30,000,000

30,000,000

4,691,620

413,325,527

1,000,000

144,000

424,000

1,568,000

4.691.620

4,691,620

427,754,703

財 産 目 録
平成19年3月 31日 現在

什器備品

長期計画準備金

秩父宮記念基金

終身会費積立金

海外登山基金

退職引当預金

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受会費

預り金

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

負債合計

固定負債合計

Ⅲ 正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(う ち当期正味財産減少額)

負債及び正味財産合計

山 745-2007・ 6020(第 二種郵便物認可)

8,824,982

30,046,305

15,200,000

21,274,000

93,600,000

(注)1 棚卸資産内訳

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用している。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引 当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の131%に相当する

額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費、預り金、仮受金

及び未払金を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記 3に記載のとおりである。

2.基本財産の増減額及び残高は、次のとおりである。

3.次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

4. 固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

413,325,527

1,000,000

144,000

424,000

4,691,620

1,568,000

6。259.620

427,754,703

(8,000,000)

(1,874,269)

434,014.323

科   目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託

(中央三井信託銀行)

8,000,000 8,000,000

合計 (基本金 ) 8,000,000 8,000,000

科   目 前期末残高 当期末残高 備 考

現 金 預 金

未 収 会 費

合    計

未  払  金

前 受 会 費

仮  受  金

預  り 金

合    計

3,449,639

5,424,000

5,613,283

5,208,000

8,873,639 10,821,283

0

84,000

20,000

288,282

1,000,000

144,000

0

424,000

392,282 1,568,000

次期繰越収支差額 8,481,357 9,253,283

種   類 摘   要 金  額

行 物

服飾品 ,そ の他

「山岳」総索引,「山岳」覆刻版 等
クラブタイ。ワッペン  等

725,620

1,141,893

合   計 19867.513

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

建    物

什 器 備 品

164,446,465

8,824,982

164,446,465

8.824.982

合 計 173,271,447 173,271,447
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冬の山 (清太山)

梓川秋色

早朝の上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼岳秋趣

ナムチャバルワ峰暮色

白馬雪田

上高地秋景
マチャプチャレ

朝霧

白樺の林

麓春
ヒマラヤダージリンにて

タムセルク

安曇野の春
ヒマラヤの古都

アルバータ

ケルン

山

アルバータとピッケル

題名不詳 24枚
題名不詳 8枚
題名不詳 12枚
スケッチブック

ロンブクよリエベレスト

白馬残照

穂高連峰

安曇野と常念岳

尾瀬と隧ヶ岳

谷川岳
シダンゴ山 晩秋

檜洞丸山荘

世界の名山36峰ペン画集

(他の絵画 ,写真 省略)

2.図 書

3.フ ィルム・ビデオ

フィルム 15点   「マナスルに立つ」 他
ヒマラ

社団法人 日本山岳会 平成18年度の収支計算書、正味財産増減計

算書貸借対照表、および財産目録を監査 し、正確妥当なことを認

めます。

平成19年 4月 7日

社団法人 日 本 山 岳 会

(注)2 その他固定資産内訳

1.建物および土地

2.什器備品

財産目録記載外のその他物品リスト(主として受贈益)

1.絵 画

墨絵

油-12
版画-8
水彩-10
版画-8
油-10
日本画

油一F20

油-20
水彩-8
油-6
油一P50

油一F4

油-30
油-30
油-30
油-6
油-6
油-6
水彩

油-10
油-6
水彩
32冊

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画
ペン画

レオン・アマン

金光 義朗

辰沼 広吉
カナダ山岳会

茨木 猪之吉

松本ア

本 会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本 会

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

上高地山岳研究所

本 会

本 会

本 会

本 会

本 会

本 会

大町山岳博物館

△ム
△ム
〈ム
△バ

本

本

本

本

吉

　

　

　

　

　

郎

吉

男

男

男

俊

夫

霞

男

　

夫

之

雄

香

　

男

太

茂

三

敏

敏

正

忠

晩

三

清

英

猪

辰

春

清

三

幾

藤

藤

田

田

木

原

山

藤

井

智

木

員

野

井

藤

江

近

後

松

松

鈴

神

丸

後

武

越

茨

倉

上

武

後

藤

〈ム
△ム
△ム
△ム
〈ム
〈ム
△ム

本

本

本

木

本

本

本

士
口
士
口
士
ロ

ル

之

之

之

べ

俊

望

望

望

望

俊

俊

一

猪

猪

猪

マ

正

真

真

真

真

正

正

潤

木

木

本

。
木

暮

暮

暮

暮

木

木

茨

茨

茨

Ｈ

鈴

小

小

小

小

鈴

鈴

牧

彰

博

中

田

竹

内

事

事

監

監

シュラギントワイト・アトラス

白馬岳

富士山麓

田代池の自樺

群猿

伊豆半島

針の木峠より

徳本峠から穂高連峰

初冬の両神山

鳥 (カ ット原画)

メール ドグラス

モンブラン

カンチェンジュンガ遠望
ユングフラウ

涸沢より北穂高

初夏の槍ヶ岳
カンチェンジュンガ

北穂高岳滝谷

或朝の槍ヶ岳

北穂高主峰

朝の槍ヶ岳
タンボチェの僧院
シェルパニの親子

本 会

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本 会

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

リトグラフ

油一A50

油一A25

油変形-6
墨絵

油-10
油-10
墨絵

油-10
墨絵
エッチング
エッチング
エッチング

油

水彩-6
油-10
パステル

油-25
油-25
油-25
油一P8

水彩-4
水彩-4

シュラギントワイト兄弟

中村 清太郎

茨木 猪之吉

中村 清太郎

石井 鶴三

茨木 猪之吉

茨木 猪之吉

石田 吟松

茨木 猪之吉

石井 鶴三

シ

山里 寿男

山里 寿男

中村 清太郎

矢崎 千代二

足立 源一郎

足立 源一郎

足立 源一郎

足立 源一郎

清野 恒
清野 恒

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

本 会

伯者国山岳美術館

本 会

本 会

A.事務所および土地

場所 東京都千代田区四番町5番4号

構造 鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下1階付5階建

(事務所)区分所有建物1階部分103.32ぽ (専有部分)

宅地持分1,124.56ぽ ×339/10,000

=38.1225841ゴ

(図書室)区分所有建物1階部分55。22ぽ (専有部分)

宅地持分1,124.56ぽ ×176/10,000

=19.792256rゴ

(104号室)区分所有建物1階部分80.36ぽ (専有部分)

宅地持分1,124.56ぽ ×261/10,000

=29。 351016ぽ

計238.9rlゞ 宅地持分87.2658561■
2

121.400。 170

B。 上高地山岳研究所

場所 長野県松本市安曇4469番 地1

構造 木造2階建地下1階 (一部コンクリー ト造)

1棟  274.09ぽ 118.000.000

合 計 239。 400。 170

名 取得年月日 取得価格 所 在

内移動書架一式 コンパックル

閲覧用テーブル (木製2台 )

ライティングビューロー(木製)

フィルム収納キャビネット(スチール製)

書棚 (木製2段 )

16mm映写機 lGCL(MO)
木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

ナショナル冷凍冷蔵庫N■041VP2-H

ナショナル29イ ンチテレビTH‐29VS35

ナショナルBS付ビデオ HV…BS50S
ミニ水力発電装置

S53.02.10

52.09。 28

54.06.23

56.08.08

56.12.22

61.05.13

62.09。 24

11102.07.19

05.03.20

05.03.20

05.03.20

11.11.30

1,500,000

250,000

280,300

254,000

500,000

156,000

700,000

587,932

250,000

280,000

250,000

3,816,750

図書室

図書室

事務所

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所
研

研

研

研

山

山

山

山
合 討

圭
日
圭
日

和

洋

平成18年度受入冊数 107冊
平成18年度受入冊数  25冊

蔵書計

蔵書計

11,394冊

3,797冊

題

畿 7

松本ア

2801気、
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１
０
０
周
年
事
業
の
達
成
と
今
後
の
山
岳
会

会
長
在
任
中
、
大
過
な
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
と
こ
こ
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
４
年
間
で
最
も
印
象
に
残
る
の

は
１
０
０
周
年
事
業
で
す
。
私
が
会
長

に
就
任
し
た
と
き
は
、
募
金
や
事
業
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
時
で
し
た
。
そ

の
後
、
何
と
か
事
業
計
画
が
ま
と
ま
り
、

中
央
分
水
嶺
踏
破
、
学
生
部
や
各
支
部

に
お
い
て
い
く
つ
か
の
登
山
を
行
な
い

ま
し
た
。
文
化
事
業
と
し
て
は
、
『百
年

史
』
、
『１
０
０
周
年
記
念
英
文
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
、
『新
日
本
山
岳
誌
』
、
『写
真
で

見
る
日
本
山
岳
会
の
１
０
０
年
』
等
の

刊
行
や
、
図
書
展
、
各
種
講
演
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
立
派
な
成
果
を
収
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典

・
祝
賀
会
は
、

皇
太
子
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
世
界
各

国
の
代
表
者
を
お
招
き
し
て
、
成
功
裏

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
１
０
０
周
年
事
業
は

全
員
参
加
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
様
の
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
滞
り

な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
、
正

に
感
無
量
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ

会
長

平

山

善

吉

っ
て
本
会
の
絆
は
更
に
太
く
、
強
固
な

も
の
に
な
っ
た
と
思
い
、
次
の
１
０
０

年
に
む
け
て
確
固
た
る
礎
が
で
き
た
も

の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
会
報
等

を
通
じ
て
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
１
０
０
周
年
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
募
金
の
総
額
は
７
１
８

４
万
４
０
０
０
円
に
達
し
、
総
事
業
費

は
１
億
５
１
７
万
２
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
当
初
の
計
画
に
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
１
０
４
号
室
を
１
０
０
周

年
記
念
と
し
て
購
入
、
改
装
し
、
次
の

時
代
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
わ
ず
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
剰

余
金
を
生
み
、
こ
れ
を
本
部
会
計
に
組

み
入
れ
る
予
定
で
す
。

私
は
、
こ
の
４
年
間
、
実
行
で
き
る

も
の
は
実
行
し
よ
う
と
言

っ
て
、
い
く

つ
か
の
改
革
を
し
た
つ
も
り
で
す
。
こ

の
中
で
、
本
会
会
員
の
半
数
以
上
が
所

属
す
る
支
部
を
重
視
し
、
学
生
部
登
山

を
奨
励
し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
は
か
り
、

公
益
法
人
化
へ
の
道
筋
を
た
て
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
残
さ
れ
た

平成19年 3月 末現在

3月 末現在2.貸借対照表

創立 100周年記念事業 収支

科   目 金   額 (円 )

登山隊助成金
ブロック別式典補助
支部記念事業補助
記念フォーラム

記念式典補助
森づくり補助
GPS及びTOPO仕入代金
記念品代金 (カ シオ時計)

式典費用
施設費用 (注)1
旅費交通費
資料購入代

費
費

議
刷

会
印
郵便振替手数料
募金免税手数料

事務用品費
通信運搬費

雑費
次月へ繰越

3,250,001

688,147

623,805

1,392,972

136,310

10,185,574

567,120

1,485,550

０
メ
″^

2,711,000

1,842,161

680,000

3,277,386

4,342,884

12,496,680

17,103,184

13,916,500

百周年募金
寄付金
企画 0協賛収入
仕入代金戻し金

(GPS//TOPO)
(カ シオ時計)

晩餐会会費収入
刊行物売上収入
広告料収入
受取利息

66,761,229

883,000

4,200,000

3,272,360

14,616,000

13,800,000

821,360

808,500

9,784

ト 合 計 105.172.233

床財 産

科 金   額 (円 ) 科 金   額 (円 )

(みずほ)

郵便振替口座
現 金
仮払金

普通預金 (三菱東京UFJ)
(三井住友)

14,277,575

0

0

1,425,739

74,216

0 次月へ繰越

預り金
仮受金

15.777_530

谷 15。 777.530 谷 15。 777.530

M8

(注)1 施設費用のうち 13,780,000円 は、一般会計に繰入れた。

金   額 (円 )

1()5_172_233
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問
題
は
山
積
み
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「引
き
継
ぎ
書
」
を

作
成
し
、
こ
れ
を
次
期
執
行
部
に
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
を
取
り
ま
く
環
境
に
は

厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
１

つ
は
、
「少
子
高
齢
化
」
と

「若
者
の
山

離
れ
」
で
す
。
い
わ
ゆ
る
精
鋭
的
登
山

は
衰
退
し
、
会
員
は
高
齢
化
し
、
併
せ

て
会
員
の
減
少
は
顕
著
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
本
会
の
会
員
数
は
、
２
０

０
１
年
に
は
６
０
０
７
名
を
数
え
た
も

の
が
そ
の
後
減
少
に
転
じ
、

０６
年
に
は

５
５
４
３
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
減
少
傾
向
は
こ
れ
か
ら
も
更
に
増

幅
し
て
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
既
存
の

事
業
を
た
だ
続
け
る
の
で
は
な
く
、
大

き
く
方
向
転
換
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
気
に
な
る
考
え
の

一
端
を
私
案
と
し
て
申
し
上
げ
、
皆
様

の
ご
批
判
を
あ
お
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
は
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
と
会
員
数
の

問
題
で
す
。
本
会
は
、
会
員
数
の
減
少

の
み
に
目
を
奪
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
無
制

限
に
新
会
員
を
入
会
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
、
会

の
規
模
は
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
員

の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、
入
会
間
も
な

い
会
員
の
退
会
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
は
多
士
済
々
で
良
い
の
で
す
が
、

そ
こ
に
は
お
の
ず
か
ら

一
定
以
上
の
山

の
知
識
と
経
験
が
間
わ
れ
、
諸
先
輩
か

ら
受
け
継
が
れ
た
品
格
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
私
は
、
経
常
経
費

が
支
払
わ
れ
る
規
模
の
会
員
数
を
算
出

し
、
こ
の
範
囲
の
会
に
し
た
ら
ど
う
か

と
提
案
す
る
も
の
で
す
。
会
員
の
減
少

を
機
に
、
今
こ
そ
新
た
な
発
想
を
展
開

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

２
つ
日
は
委
員
会
の
問
題
で
す
。
現

在
あ
る
委
員
会
の
内
容
を
見
て
み
ま
す

と
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
必
要
で

な
い
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
く

つ
か
の
委
員
会
は
、
同
好
会

（予
算
を

必
要
と
し
な
い
会
）
に
変
更
し
て
は
ど

う
か
と
考
え
ま
す
。
私
は
、
就
任
以
来

委
員
会
の
統
廃
合
に
つ
い
て
提
案
し
て

参
り
ま
し
た
。
本
会
発
展
の
た
め
に
、

会
に
と
っ
て
ど
の
委
員
会
が
必
要
な
の

か
、　
一
度
こ
れ
ら
を
洗
い
な
お
し
た
ら

ど
う
か
と
思
う
の
で
す
。

３
つ
目
は
、
登
山
を

「業
」
と
す
る

会
員
の
取
り
扱
い
で
す
。
山
登
り
が
多

様
化
し
大
衆
化
し
た
今
、
本
会
に
も
登

山
を

「業
」
と
す
る
会
員
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
達
に
門
戸
を
閉
ざ
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
の
中
枢
に
あ

る
人
が
商
業
登
山
を
す
る
こ
と
に
は
反

対
で
す
。
こ
れ
は
役
員
に
よ
る

一
種
の

利
益
誘
導
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
私
達
は
、
気
の
つ
い
た
と
き
に
、

ま
ず
身
の
潔
癖
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

本
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
パ
イ
オ
ニ
ア

ワ
ー
ク
を
目
指
し
、
登
山
の
文
化
を
築

き
、
継
承
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
世
界
に
は
ま
だ
多
く
の
未
踏
の

項
、
未
知
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。
若
者

に
愛
さ
れ
る
楽
し
い
登
山
の
会
、
会
員

の
す
べ
て
が
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
、

先
人
の
残
し
た
良
き
伝
統
と
気
風
を
伝

え
て
い
く
よ
う
な
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

考
え
方
や
物
の
見
方
の
違
い
を
こ
え
、

多
様
性
を
維
持
し
つ
つ
、
「包
容
の
心
」

で
団
結
し
、
互
い
に
連
帯
し
、
素
晴
ら

し
い
日
本
山
岳
会
の
建
設
に
努
力
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
会
の
更
な
る
発
展
を
願
い
、
私
の

退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
め
ざ
し
て

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
皆
様
の
ご
支
援

に
よ
り
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
と
謹
ん
で
お
受
け
す
る
と

と
も
に
、
１
０
０
年
を
越
す
歴
史
と
伝

統
を
考
え
る
時
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り

ま
す
。

会
は
現
在
、
１
０
０
年
の
節
目
を
無

事
乗
り
越
え
た
安
堵
感
が
あ
る

一
方
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
目
標
を
模
索

中
と
い
っ
た

一
次
平
穏
な
時
を
迎
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
周

囲
を
取
巻
く
環
境
は
待

っ
た
な
し
で
少

新
会
長

宮
下
秀
樹

子
高
齢
化
の
波
が
会
に
打
ち
寄
せ
、
会

員
数
の
純
減
、
即
収
入
減
と
い
う
厳
し

さ
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
来
秋
に
向

け
て
の
公
益
社
団
法
人
化
の
準
備
や
、

若
者
に
も
魅
力
あ
る
会
づ
く
り
の
実
現

に
は
素
早
く
力
を
注
が
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。冒

頭
に
図
ら
ず
も
と
申
し
上
げ
た
の

に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
①
私
自
身
が

慶
應
義
塾
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
の
幹
事
長

（会
長
）
を
１３
年
も
続
け
た
こ
と
、
②
部

創
立
９０
周
年
の
記
念
登
山
を
含
む
諸
行

事
を
無
事
や
り
遂
げ
た
こ
と
、
③
こ
れ

は 9
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か
ら
の
山
岳
部
の
山
登
り
に
つ
い
て
明

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
切
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
後
任
に
人

を
得
て
昨
年
４
月
に
交
替
し
た
ば
か
り

で
、
十
分
な
心
構
え
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

創
立
が
１０
年
先
輩
の
日
本
山
岳
会
に

と
っ
て
も
、
ス
ケ
ー
ル
こ
そ
大
き
く
違

い
ま
す
が
、
類
似
の
悩
み
が
あ
り
、
私

の
年
齢
や
病
後
の
こ
と
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
③
番
目
の
日
本
山
岳
会
で
は
こ

れ
か
ら
の
山
登
り
を
い
か
に
考
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
若
い
人
に
魅
力

あ
る
山
岳
会
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
こ
う
し
た
大
命
題
を
解

決
す
る
に
は
私
は
余
り
に
非
力
、
そ
の

器
に
あ
ら
ず
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
周
囲
の
強
い
説
得
に

根
負
け
し
、
そ
れ
で
は
も
う

一
度
、
悩

み
を
持

っ
た
経
験
者
の

一
人
と
し
て
自

分
の
力
あ
る
限
り
、
最
大
の
努
力
を
し

て
み
よ
う
と
心
に
決
め
た
次
第
で
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
ん
な
大
命
題
を

私

一
人
で
解
決
し
、
実
行
し
て
い
く
こ

と
な
ど
で
き
る
筈
も
な
く
、
会
員
各
位

の
絶
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
っ
て
こ

そ
前
途
に
光
明
を
見
出
し
て
い
け
る
も

の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

平
山
前
執
行
部
が
「長
期
改
善
計
画
」
、

「長
期
目
標
検
討
委
員
会
報
告
」
等
そ
の

方
向
を
示
さ
れ
、
こ
の
と
こ
ろ
の
会
報

に
は
日
本
山
岳
会
へ
の
提
言
、
提
案
が
、

冒
頭
記
事
と
し
て
続
々
載

っ
て
い
ま
す
。

危
機
感
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
思

っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
方
針
を
継
続

し
、
新
し
い
人
た
ち
の
考
え
を
付
け
加

え
、
新
た
な
決
意
を
持

っ
て
事
に
当
た

る
つ
も
り
で
す
。

私
の
育

っ
た
頃
の
大
学
山
岳
部
員
、

そ
し
て
先
輩
方
の
山
へ
の
激
し
い
情
熱

を
、
今

一
度
思
い
返
し
頑
張
り
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
新
し
い
執
行
部

の
人
た
ち
と
十
分
な
話
し
合
い
が
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
い

機
会
に
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
て
、

一
歩

一
歩
登

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

幸
い
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
中
で

特
筆
さ
れ
た

「中
央
分
水
嶺
踏
査
」
で

は
、
多
く
の
会
員
の
方
々
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
そ
の
間
に
養
わ
れ
た
支
部
員

間
の
交
流
、　
一
体
感
は
こ
れ
か
ら
の
貴

重
な
財
産
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
、
地
縁
を
よ

り
重
視
し
た
首
都
圏
支
部
の
誕
生
、
促

進
な
ど
は
豊
か
な
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
の
実

現
に
は
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
自
然
保
護
活
動
は
多
く
の
会
員
の
賛

同
を
呼
び
、
会
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
る
と
同
時
に
、
社
会
へ
の
公
益
性
を

大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

先
鋭
的
登
山
を
標
榜
し
、
実
践
し
た

東
海
支
部
の
冬
期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
完
登

は
、
世
界
の
登
山
界
に
誇
れ
る
立
派
な

成
果
を
挙
げ
ら
れ
敬
服
に
た
え
ま
せ
ん

が
、
こ
の
後
に
続
く
も
の
に
何
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
と

一
抹
の
不
安
も
感
じ
て

い
ま
す
。

学
生
登
山
は
、
自
主
性
を
尊
重
し
つ

つ

「未
知
の
地
域
の
未
踏
峰
へ
」
と
目

を
向
け
る
な
ど
、
山
登
り
の
原
点
を
考

え
る
の
に
絶
大
な
効
果
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
実
施
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

や
は
り
何
と
言

っ
て
も
最
大
の
悩
み

は
、
学
校
を
卒
業
し
社
会
に
入
っ
た
若 総会で抱負を述べる宮下秀樹新会長

者
た
ち
の
山
登
り
へ
の
情
熱
を
い
か
に

絶
や
さ
ず
継
続
さ
せ
て
い
く
か
で
あ
り

ま
す
。
足
が
地
に
着
い
た
社
会
生
活
を

送
る
こ
と
が
第

一
義
で
あ
る
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
何
か
新
し

い
山
登
り
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
？

ス
ポ
ー
ツ
登
山
と
言
わ
れ

る
競
技
登
山
的
な
も
の
を
、
山
岳
会
で

も

一
度
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
考
え

て
み
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
中
か
ら
新

し
い
山
登
り
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
断
じ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。

今
の
社
会
環
境
を
変
え
て
い
く
ほ
ど

の
力
を
持

っ
た
会
に
は
な
れ
な
い
に
し

て
も
、
少
し
で
も
そ
の
お
手
伝
い
が
で

き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

熟
年
登
山
者
に
対
す
る
「安
全
登
山
」

の
啓
蒙
や
楽
し
い

「ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
」

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に

努
力
す
る
こ
と
に
は
、
多
く
の
熟
年
の

方
々
の
知
恵
と
パ
ワ
ー
を
お
借
り
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

爾 10
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西
北

　

Ｄヽ

卜
‐
‐

東

南
‐
‐
∈

森
林
生
態
系
崩
壊
の
現
場

奥
村
清
明

天
城
山
は
万
二
郎
岳
（１
３
２
０
房
）

と
万
三
郎
岳

（１
４
０
６
鮮
）
か
ら
成

る
。
万
三
郎
岳
に
は
１
等
三
角
点
が
あ

る
。
こ
の
天
城
山

一
帯
も
、
現
在
で
は

保
養
地
や
別
荘
地
、
ゴ
ル
フ
場
と
し
て

徹
底
的
に
開
発
さ
れ
て
、
山
麓
に
は
舗

装
路
が
ク
モ
の
糸
の
よ
う
に
乱
れ
走

っ

て
い
る
。

私
は
１
９
９
６
年
の
末
に
、
ぐ
る
り

と

一
周
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
こ

の
３
月
の
末
、
現
地
の
人
々
に
ガ
イ
ド

し
て
も
ら
い
、
道
々
説
明
を
受
け
て
登

っ
た
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
恐
ろ
し
い

光
景
の
連
続
だ

っ
た
。
山
の
名
前
も
マ

タ
ギ
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
、
万
三
郎

が
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
昔
は
伊
豆

半
島

一
帯
に
も
、
マ
タ
ギ
の
職
業
が
成

立
す
る
ほ
ど
、
山
の
動
物
が
豊
か
だ

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

サ
ル
、
そ
れ
を
餌
と
す
る
オ
オ
カ
ミ
も

走
り
回

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
森
林
生
態
系
に
は
、
食
物
連

鎖
が
あ
る
。
こ
れ
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を

し
て
い
る
が
、　
一
番
下
に
は
光
合
成
を

す
る
膨
大
な
植
物
群
が
あ
る
。
そ
れ
を

食
べ
る
動
物
が
そ
の
上
に
い
る
。
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
な
ど
や
鳥
類
、
昆
虫

類
な
ど
で
あ
る
。　
一
番
上
に
、
そ
れ
ら

の
植
食
動
物
を
食
べ
る
肉
食
動
物
が
い

る
。
日
本
の
森
林
で
は
オ
オ
カ
ミ
や
イ

ヌ
ヮ
シ
で
あ
っ
た
。
こ
の
食
物
連
鎖
の

頂
点
に
い
る
動
物
は
、
そ
の
森
林
の
管

理
者
と
し
て
、
生
態
系
の
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
を
保
持
す
る
役
を
し
て
い
る
。
こ

の
オ
オ
カ
ミ
が
果
た
し
て
き
た
仕
事
は
、

人
間
に
な
ど
逆
立
ち
し
て
も
で
き
な
い
。

オ
オ
カ
ミ
が
日
本
か
ら
人
間
の
都
合
に

よ
っ
て
皆
殺
し
に
さ
れ
て
か
ら
、
１
０

０
年
が
経

っ
た
。

オ
オ
カ
ミ
の
代
わ
り
に
、
人
間
が
生

態
系
を
復
元
で
き
る
と
い
う
の
で
、
主

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

に
、
ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
山
に
入
っ
て
シ

カ
を
撃
ち
ま
く
っ
た
。
し
か
し
、
所
詮
、

人
間
な
ど
オ
オ
カ
ミ
の
比
で
は
な
い
。

行
政
が
ズ
ル
ズ
ル
と
対
策
を
怠

っ
て
き

た
結
果
、
こ
こ
に
き
て
、日
本
各
地
で
深

刻
な
生
態
系
の
崩
壊
が
起
こ
り
は
じ
め

た
の
で
あ
る
。
シ
カ
は
現
在
、
日
本
で

年
間
１０
数
万
頭
も
駆
除
さ
れ
て
い
る
が
、

と
て
も
激
増
な
ど
食
い
止
め
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
て

立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
シ
カ
の
専
門
家

た
ち
で
、
東
京
農
工
大
学
や
宇
都
宮
大

学
の
研
究
者
た
ち
で
あ

っ
た
。
シ
カ
を

生
か
し
、
日
本
の
自
然
生
態
系
も
取
り

戻
す
た
め
に
は
、
シ
カ
の
天
敵
で
あ
る

オ
オ
カ
ミ
を
日
本
に
復
活
さ
せ
る
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
１
９
９
３
年
「日

本
オ
オ
カ
ミ
協
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

日
本
の
シ
カ
激
増
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
森
林
地
域
に
、
昔
、
日
本
に
住
ん

で
い
た
オ
オ
カ
ミ
の
先
祖
で
あ
る
モ
ン

ゴ
ル
オ
オ
カ
ミ
を
放
そ
う
と
い
う
市
民

運
動
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
本
で
は
、
オ
オ
カ
ミ
は
獣
偏
に
良
と

書
か
せ
た
ほ
ど
、
人
間
に
と
っ
て
は
良

い
動
物
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明

治
時
代
に
入
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣

伝
で
、
神
を
冒
涜
す
る
悪
魔
の
化
身
と

決
め
つ
け
ら
れ
、
そ
の
残
滓
が
な
か
な

か
消
え
ず
、
い
ま
で
も
オ
オ
カ
ミ
は
恐

山と氷河の図譜
―

五百澤智也山岳図集
―
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い
と
か
、
人
間
を
襲
う
と
か
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
濃
い
。

し
か
し
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
ア

メ
リ
カ
や
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
う
し

た
偏
見
は
少
な
く
な
り
、
各
国
で
オ
オ

カ
ミ
の
復
活
が
始
ま
っ
て
い
る
。
傷
つ

い
た
自
然
生
態
系
を
、
自
然
の
力
で
復

活
さ
せ
る
Ｚ
”
ご
『ユ
刀
①
”
ニ
ユ
ｏ
●
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
オ
オ
カ
ミ

が
復
活
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ど
こ
で
も
、

自
然
生
態
系
が
、
見
事
に
復
元
さ
れ
て

き
て
い
る
。
実
際
、
歴
史
的
に
見
て
も
、

オ
オ
カ
ミ
が
人
間
を
襲

っ
た
り
し
た
こ

と
は
人
間
の
ミ
ス
に
よ
る
特
別
な
例
外

を
除
い
て
は
な
い
の
で
あ
る
。
偏
見
と

は
恐
い
も
の
で
あ
る
。

私
は
登
山
が
好
き
で
あ
る
。
毎
日
登

っ
て
い
る
太
平
山
の
深
い
ブ
ナ
の
森
を

見
て
い
る
と
、
こ
の
森
は
植
物
や
動
物

た
ち
が
共
同
で
造
り
上
げ
た
、
人
間
な

ど
に
は
決
し
て
出
来
な
い
見
事
な
自
然

の
創
造
物
だ
と
感
心
し
て
し
ま
う
。
そ

の
森
の
な
か
の
微
妙
な
生
態
系
の
バ
ラ

ン
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
、
食

物
連
鎖
の
頂
点
に
い
る
オ
オ
カ
ミ
や
イ

ヌ
ヮ
シ
な
ど
の
神
技
に
は
、
感
動
さ
え

覚
え
て
し
ま
う
。

雪
の
深
い
東
北
地
方
に
も
、
江
戸
時

代
は
イ
ノ
シ
シ
も
た
く
さ
ん
い
た
と
い

う
。
冬
は
、
オ
オ
カ
ミ
が
狩
る
餌
の
お

こ
ぼ
れ
を
も
ら
っ
て
、
生
き
て
い
た
と

い
う
。
山
村
の
人
々
は
オ
オ
カ
ミ
が
倒

し
た
シ
カ
の
肉
な
ど
を
横
取
り
し
て
、

飢
え
を
し
の
い
だ
と
い
う
。
オ
オ
カ
ミ

が
い
れ
ば
、
他
の
動
物
た
ち
も
増
え
て

く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
度
、
人
間
の
都
合
で
絶
滅
さ
せ
た

動
物
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
、
人
間
の

倫
理
的
義
務
で
あ
る
。
最
近
、
頻
発
す

る
自
然
界
の
異
変
は
、
や
は
り
自
然
生

態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
び
つ
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
発
生
し
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
そ
れ
を
自
然
の
力
で
、
再
生

さ
せ
る
し
か
な
い
と
思
う
。
人
間
に
な

ど
決
し
て
で
き
な
い
こ
と
は
、
自
然
の

力
に
任
せ
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
天
城
山
を
下
り
な
が
ら
、
考
え
た
次

第
で
あ
る
。

山
は
な
ぜ
高
い
の
か

佐
野
忠
則

こ
の
テ
ー
マ
は
日
本
山
岳
会
の
メ
ン

バ
「
な
ら
少
し
は
興
味
あ
る
テ
ー
マ
だ

と
思
い
ま
す
。
実
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座

の
「地
学
」
第
３
編
地
球
の
歴
史
で
、

１０

月
５
日
に
放
送
さ
れ
る
タ
イ
ト
ル
で
す
。

私
の
高
校
時
代
は
受
験
勉
強
に
明
け

暮
れ
、
通
信
制
高
校
の
教
材
で
あ
る
高

校
講
座
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
高
校

講
座
は
以
前
と
異
な
り
若
い
人
達
が
講

師
と

一
緒
に
現
地
に
出
か
け
、
巧
妙
な

タ
ッ
チ
で
質
疑
を
繰
り
返
し
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
引
き
込
ま
れ
る
手
法

を
と
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
南
北
に
長
く
、
亜
寒
帯
か
ら

亜
熱
帯
ま
で
多
彩
な
自
然
を
自
由
に
実

感
で
き
、
か
つ
日
本
列
島
は
地
学
で
い

う
と
こ
ろ
の
変
動
帯
で
、
こ
の
国
で
生

活
し
て
い
る
だ
け
で
表
情
豊
か
な
山
川

草
木
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し

か
し
、
奥
行
き
の
あ
る
楽
し
み
を
味
わ

う
に
は
少
々
の
学
び
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
テ
ー
マ
を
扱
う
の
が
地
学
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
中
学
、
高

校
で
地
学
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
は
多
く
の

人
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
か
ら
離
れ

た
今
、
私
た
ち
が
継
続
し
て
地
学
を
学

ぶ
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

そ
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

高
校
講
座
の
地
学
を
利
用
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

放
送
時
間
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で

は
な
く
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
３
時
か

ら
３
時
３０
分
の
間
で
、
再
放
送
は
木
曜

日
の
午
前
１
時
３０
分
か
ら
で
す
。
な
か

な
か
視
聴
し
に
く
い
時
間
で
す
の
で
録

画
が
便
利
で
す
が
、
多
く
の
岳
人
に
と

っ
て
予
約
録
画
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ

う
で
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
学
講
座
で
は
６
月
ま
で
は
宇
宙
の

進
化
で
す
が
、
７
月
か
ら
は
地
球
の
し

く
み
、
地
球
の
歴
史
、
大
気
と
海
洋
と

続
き
、
そ
の
中
で
野
外
観
察
の
意
義
、

火
山

・
地
震
活
動
、
造
岩
鉱
物
、
山
の

形
成
、
川
の
は
た
ら
き
、
山
脈
を
つ
く

る
運
動
、
気
象
な
ど
山
岳
会
会
員
と
し

て
は
興
味
尽
き
な
い
テ
ー
マ
が
毎
回
放

送
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
と

り
あ
え
ず
テ
キ
ス
ト
を
書
店
で
購
入
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

キリマンジャロゆつたり登頂とサフアリ11日間
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舌
ヽ

ヽ

力

σ

七

層
≡
里

千
葉
の
山
登
山
集
会

３
月
４
日
～
５
日
、
南
総
高
宕
山
ヘ

の
登
山
集
会
が
８
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

房
総
の
山
は
最
高
で
４
０
８
肝
、
地
理

の
上
で
は

「房
総
丘
陵
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
か
つ
て
千
葉
国
体
で
山
岳
競
技

の
コ
ー
ス
に
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
興

味
深
い
。
特
に

「高
宕
山
」
（標
高
３
３

０
鮮
）
は
、
そ
の
頂
上
に
立
つ
と
展
望

が
３
６
０
度
開
け
、
そ
の
景
観
は
２
０

０
０
い
川級
の
山
に
匹
敵
す
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

４
日
午
後
、
Ｊ
Ｒ
君
津
駅
に
１４
名
が

集
合
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
房
総
半
島

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
三
島
湖
畔
の

清
和
国
民
宿
舎
に
向
か
っ
た
。
夜
の
懇

親
会
は
、
名
古
屋
か
ら
車
椅
子
で
参
加

さ
れ
た
妹
尾
夫
妻
を
交
え
て
、
大
い
に

盛
り
あ
が
っ
た
。

５
日
、
雨
と
い
う
天
気
予
報
に
反
し
、

薄
日
の
さ
す
好
天
と
な
っ
た
。
高
宕
第

生
ロ

１
ト
ン
ネ
ル
の
登
り
口
よ
り
石
射
太
郎

（２
５
８
鮮
）
の
岩
峰
へ
は
ワ
ン
ピ

ッ
チ

で
達
す
る
。
九
十
九
谷
を
ひ
か
え
て
立

つ
山
々
は
、
北
に
鹿
野
山
、
南
に
高
宕

山
、
八
良
塚
な
ど
、
そ
の
展
望
は
千
葉

県
に
も
こ
れ
ほ
ど
の
山
が
―

と
思
わ

せ
る
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

天
平
の
頃
よ
り
長
い
歴
史
を
持
つ
高

宕
観
音
ま
で
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
中
に

は
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ル
リ
ソ
ウ
、

Ｅ
Ⅸ

豊
Ｔ

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

高宕山巻道を奥畑ヘ

ス
ハ
マ
ソ
ウ
、
マ
ム
シ
グ
サ
な
ど
が
花

を
つ
け
、
わ
れ
わ
れ
を
迎
え
て
く
れ
た
。

崖
の
観
音
堂
か
ら
１０
分
ほ
ど
で
高
宕
山

項
へ
の
岩
場
に
取
り
付
く
。
項
上
の
岩

峰
は
数
人
が
立
つ
の
が
精

一
杯
で
あ
っ

た
。
疾
風
に
あ
お
ら
れ
る
感
覚
は
、
谷

川
岳
頂
上
を
も
思
わ
せ
る
程
で
あ
る
。

南
面
か
ら
下
り
る
切
り
立

っ
た
ル
ー

ト
は
、
現
在
は
封
鎖
さ
れ
、
巻
き
道
に

戻
る
だ
け
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
奥
畑
バ
ス
停
ま
で
の
山

道
は
快
適
で
、
高
齢
者
に
は
疲
れ
を
感

じ
さ
せ
な
い
。
早
春
の
自
然
を
満
喫
し

た
山
行
で
あ
っ
た
。
　

　

（勝
田
房
冶
）

岩
殿
山
ハ
イ
キ
ン
グ

ー
０
１
の
会
２
回
目
の
山
行
は
、
４

月
８
日
の

「岩
殿
山
」
。
天
気
は
上
々
、

メ
ン
バ
ー
は
、
今
回
初
参
加
の
３
人
を

含
め
て
９
人
、
和
気
藷
々
と
し
た
山
登

り
と
な
っ
た
。

い
き
な
り
急
登
を
強
い
ら
れ
た
が
、

満
開
の
サ
ク
ラ
の
花
に
魅
せ
ら
れ
て
、

一
気
に
岩
殿
城
址
に
着
い
た
。
こ
こ
か

ら
の
展
望
は
す
こ
ぶ
る
よ
く
、
し
ば
し

寛
い
だ
。
項
上
直
下
に
は
カ
タ
ク
リ
が

数
株
姿
を
見
せ
て
お
り
、
平
地
と
は
趣

き
の
違
う
、
陽
春
の
山
草
に
、
皆
の
顔

も
輝
い
た
。

急
坂
を
右
に
折
れ
て
、
兜
岩
、
稚
児

落
と
し
の
岩
山
に
向
か
う
。
急
な
下
り

で
あ
っ
た
が
、
サ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、

ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
に
癒
さ
れ
な

が
ら
、
や
が
て
岩
場
に
到
着
。
そ
の
後
、

ト
ラ
ロ
ー
プ
や
、
鉄
柵
に
つ
か
ま
っ
て

の
登
り
の
後
、
稚
児
落
と
し
の
岩
場
に

到
着
。

急
な
礫
岩
の
崖
の
真
上
で
昼
食
を
と

る
。
花
曇
り
で
展
望
は
今
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
。
こ
こ
か
ら
急
坂
を
浅
利
集
落
着
。

途
中
バ
ス
に
拾

っ
て
も
ら
っ
て
大
月
着
。

駅
前
で
の
乾
杯
と
相
成

っ
た
。

（平
野
和
夫
）

%〕ざむLAS TRIIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡ください。

彗荘アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160…0008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐3341…0030
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ハ
J

A′
「

しヽ

図
書
紹
介

若
林
隆
三

・
著

『雪
崩
の
掟
』

雪
崩
の
専
門
家
と
し
て
長
年
国
内
外

の
雪
崩
に
関
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
最

近
の
国
内
情
報
を
も
と
に
富
士
山
の
雪

代

・
雪
崩
旋
風

・
雪
崩
遭
難
者
の
生
と

死
の
分
か
れ
目

・
雪
庇
の
崩
れ
の
解
析

な
ど
を
し
、
雪
崩
も
自
然
現
象
の

一
つ

で
あ
り
、
山
の
自
然
循
環
の

一
つ
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

独
立
峰
で
あ
る
富
士
山
は
日
本

一
の

高
さ
を
誇
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
降

り
積
も

っ
た
雪
は
十
六
世
紀
以
降
か
ら

で
も
何
回
と
な
く
多
く
の
雪
崩
を
起
こ

し
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
ま
と

め
そ
の
巨
大
さ
を
図
解
、
特
に
富
士

・

御
殿
場
回
の
太
郎
坊
周
辺
に
目
を
向
け
、

春
先
の
温
暖
な
低
気
圧
が
何
回
と
な
く

雪
代
と
呼
ば
れ
る
雪
と
火
山
灰
が
溶
け

合

っ
た
液
状
化
の
流
体
と
な
り
雪
崩
と

な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
無
謀
だ
っ
た
観

光
開
発
や
雪
代
の
怖
さ
を
登
山
者
に
呼

び
か
け
て
い
る
。
こ
の
雪
代
関
係
に
本

文
の
３
分
の
１
以
上
を
割
い
て
い
る
。

山
頂
か
ら

一
気
に
す
べ
り
落
ち
る
雪

崩
は
、
そ
の
通
過
し
た
周
辺
に
旋
風
を

起
こ
し
風
は
思
わ
ぬ
方
向
へ
と
向
く
こ

と
か
ら
、
想
像
以
上
に
被
害
を
増
大
さ

せ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
の
岳
沢
ヒ
ュ
ッ
テ

は
旋
風
に
よ
り
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
と
い

『ゝノ′。ま
た
雪
崩
に
よ
っ
て
登
山
者
が
遭
難

す
る
例
は
後
を
絶
た
な
い
。
雪
に
う
ず

も
れ
た
人
は
、
雪
の
中
で
１０
数
時
間
も

生
存
し
て
い
た
と
い
う
例
も
あ
る
と
い

う
。
冷
え
切
っ
た
人
体
を
救
出
し
た
と

き
、
手
足
を
急
激
に
温
め
た
り
摩
擦
す

る
こ
と
が
、
救
出
後
２
～
３
時
間
で
死

（レ
ス
キ
ュ
ー
デ
ス
）
を
招
く
の
だ
と
い

2007イ F・ 4月

信濃毎日新聞社刊
A5半」 170'~

定価 1680円

う
。
ス
イ
ス
山
岳
救
助
隊
の
適
切
な
処

置
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

２
０
０
０
年
春
の
合
宿
で
、
立
山
で

は
雪
庇
の
頭
部
に
２７
人
も
の
登
山
者
が

登
り
、
崩
れ
て
滑
落
２
名
の
死
者
を
だ

し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
雪
庇
の

内
部
を
紹
介
、
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
と
同

様
の
現
象
の
あ
る
こ
と
や
力
学
的
に
ど

の
位
置
ま
で
が
安
全
領
域
か
を
解
析
し
、

登
山
者
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

雪
崩
は
地
震
な
ど
と
同
じ
で
予
告
な

く
突
然
や
っ
て
く
る
。
し
か
も
毎
年
雪

崩
れ
る
と
は
言

っ
て
も
、
そ
の
時
刻
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ん
や
数
十
年

に

一
度
の
大
雪
崩
は
、
遭
遇
す
る
人
に

と
っ
て
は
全
く
の
偶
然
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
偶
然
を
単
に
仕
方
の
な
い
こ

と
と
し
な
い
で
、
科
学
的
に
解
析
し
自

然
と
の
関
わ
り
合
い
を
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
的
確
な
対
策
を
示
唆

し
て
い
る
１
冊
で
あ
る
。
関
係
者
の
み

な
ら
ず
広
く
登
山
者
な
ど
も
知

っ
て
お

く
べ
き
書
籍
で
あ
る
。
　

（林

栄
二
）

北
海
道
大
学
体
育
会
山
岳
部

・
編

『北
大
山
岳
部
々
報
　
第
十
四
号
』

大
正
１５
年
に
創
立
し
た
北
大
山
岳
部

は
、
日
高
山
脈
な
ど
の
山
々
を
次
々
と

初
登
頂
し
、
北
海
道
の
登
山
界
を
リ
ー

ド
し
、
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。

戦
前
発
行
の
部
報

一
号
か
ら
七
号
ま
で

は
、
二貝
重
本
で
古
書
価
格
が
高
騰
し
て

入
手
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
６１

年
に
復
刻
版
が
発
行
さ
れ
、
競

っ
て
買

い
揃
え
た
も
の
で
あ
る
。

戦
時
中
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
八
号

が
出
版
さ
れ
た
の
は
１８
年
の
歳
月
を
経

て
か
ら
で
あ
っ
た
。
今
回
の
十
四
号
は

１７
年
間
を
収
録
し
て
纏
め
ら
れ
た
も
の

で
、
ま
さ
に
そ
れ
に
匹
敵
す
る
。

従
来
の
山
行
記
録
は
年
度
ご
と
に
こ

だ
わ

っ
て
い
た
が
、
今
回
は
道
内
の
山

行
記
録
を
日
高
山
脈
、
大
雪
山
な
ど
１０

山
域
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
無
雪
期
と

積
雪
期
に
分
け
、
年
度
ご
と
に
ル
ー
ト
、

日
付
、
メ
ン
バ
ー
等
を

一
覧
表
に
し
て
、

そ
れ
に
詳
述
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
付
し

て
い
る
。
そ
の
北
海
道
の
項
目
が
２
３

2006年 12月

北海道大学体育会
山岳部発行
B5半」 5535~
非売品
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８
パ
ー
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ
り
が
た

い
。
た
と
え
ば
、
夏
の
日
高
山
脈
に
入

る
際
に
、
こ
の

一
覧
か
ら
詳
述
ペ
ー
ジ

が
す
ぐ
に
検
出
で
き
、
古
い
林
道
が
現

存
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、
ガ
イ
ド

ブ

ッ
ク
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
道
外
、
海
外
の
山
へ
と
続

き
、
台
湾
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
を
特
集
し

て
い
る
。

過
去
の
北
大
は
伝
統
的
に
イ
グ
ル
ー

を
作

っ
て
冬
山
に
挑
ん
で
い
た
が
、
軽

く
て
設
営
に
便
利
な
ド
ー
ム
型
テ
ン
ト

が
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
イ
グ
ル
ー
は
衰

退
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
米
山
悟
氏
が

復
活
さ
せ
な
が
ら
自
ら
高
所
で
の
体
験

を
重
ね
て
、
十
三
号
で

「イ
グ
ル
ー
研

究
」
を
発
表
。
今
号
で
は
勝
亦
浩
希
氏

が
継
承
し
、
中
間
報
告
と
し
て
樽
前
山

と
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
山
で
、
低
気
圧
の
通

過
時
に
氷
の
粒
を
含
ん
だ
爆
風
に
よ
っ

て
ブ
ロ
ッ
ク
が
削
ら
れ
崩
壊
。
ま
た
、

上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
八
ツ
手
岩
付
近

で
は
暖
気
で
融
け
て
崩
落
し
た
と
報
告

し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
積
み
方
、
二

重

・
二
重
の
防
御
、
万

一
に
備
え
ツ
エ

ル
ト
の
持
参
な
ど
を
提
起
し
て
い
る
。

装
備
の
変
遷

一
覧
表
は
、

１７
年
間
の

変
わ
り
よ
う
が

一
日
で
わ
か
り
、
高
性

能
な
用
具
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
岩

登
り
、
沢
登
り
、
冬
期
の
個
人
装
備
、

夏
冬
別
の
ザ
ッ
ク
収
納
物
、
雨
蓋
に
入

れ
る
べ
き
も
の
、
泊
ま
り
装
備
な
ど
が

詳
記
さ
れ
、
実
践
的
に
大
変
参
考
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
最
新
情
報
が
盛
り
込

ま
れ
た
実
用
書
で
も
あ
る
。（高

澤
光
雄
）

入
手
方
法
は
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

Ｃ
”
Ｆ
¨
Ｆ
詳
「
＼
＼
””ＯＦ
■
①ぴ
・お
Ｎ
ｏ０
０
３
＼

≦

０ヽ
訂
ｏ
「
司
〓
０
〓
ｏ
″縞
ｍ

『Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ

２
０
０
７
（Ｌ
Ｏ
コ
「ｇ
Ｏ
コ

ロ
０
コ
Ｑ
Ｊ
ω
ご
』

ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
南
チ
ロ

ル
山
岳
会
の
合
同
年
会
報
、
第
１
３
１

号
。
例
年
の
２
万
５
０
０
０
分
の
１
地

図
付
き
山
域
特
集
は
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
山

群
。巻

頭
の
ト
ッ
プ

・
テ
ー
マ
は

「小
屋

と
道
」
。創
立
当
初
か
ら
山
小
屋
の
建
設

と
登
山
道
の
開
拓
を
主
要
課
題
と
し
て

き
た
山
岳
会
の
面
目
躍
如
。
数
年
前
か

ら
チ
ロ
ル
で
シ
ェ
ル
パ
に
料
理
を
含
め

山
小
屋
の
経
営
管
理
を
教
育
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

「今
日
の
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
」
で
は
８
０

０
０
際
川
１４
座
登
項
に
挑
戦
中
の
女
性
ト

ッ
プ
ク
ラ
イ
マ
ー
、
ゲ
ア
リ
ン
デ

・
カ

ル
テ
ン
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
行
動
力
に
驚
嘆
。

「文
化
と
科
学
」
で
は
３
山
岳
会
の
歴

史
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
そ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の

話
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
も
参
考
に
な
り
そ
う
。

「登
山
史
」
は
冒
頭
の
リ
ス
ク
論
と
、

ル
ウ
ェ
ン
ゾ
リ
初
登
の
１
０
０
年
前
と

現
在
と
の
写
真
に
よ
る
対
比
が
興
味
深

・「山
岳
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
ナ
チ
ス

時
代
に
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
山
群
に
設
け
ら

れ
た
ヴ
ァ
イ
ス
ゼ
ー
強
制
労
働
収
容
所

（２
３
０
０
肝
）
の
地
獄
絵
が
ド
イ
ツ

・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳
会
の
恥
部
を
暴
く
。

南
チ
ロ
ル
山
岳
会
６０
周
年
記
念
集
会
で

の
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
の
講
演

は
、
山
と
文
化
を
語

っ
て
、
現
在
の
登

山
と
山
岳
会
の
あ
り
方
に
鋭
く
斬
り
込

む
。
同
集
会
で
の
ド
イ
ツ
山
岳
会
会
長

の
講
演
で
、
会
員
急
増
（７４
万
１
）
の
要

因
が
各
支
部
に
よ
る
屋
内
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
場
の
建
設
に
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。

欧
米
山
岳
会
の
彩
り
豊
か
な
年
会
報

を
見
る
に
つ
け
、
わ
が

『山
岳
』
の
旧

態
護
持
の
姿
勢
は
尊
い
の
か
否
か
…
…
。

（平
井
吉
夫
）

2007`11三

DAV,OeAVハ VS刊
A4変形判 3203~

刊行年 寄贈/購入別

図書受入報告 (2007年 5月 )

ベージ・サイズ  出版元著 者 書   名

東海大学K2登山隊(編)K22006-日 本人女性初登頂・世界最年少登頂の記録

早川禎治     アイヌモシリ紀行 :松浦武四郎の「東西蝦夷日誌」をいく

敷島悦朗     徹底ガイド 春夏秋冬八ヶ岳
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平
成
１９
年
度
第
２
回
（５
月
）理
事
会

日
時
　
１９
年
５
月
９
日
　
１８
時
３０
分
～

２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
平
山
会
長
、
平
林

・
橋
本

・

田
邊
各
副
会
長
、
吉
永

・贄
田
・篠
崎

・

野
口

・
斎
藤

・
渡
邊

・
石
橋

・
古
野
各

理
事
、
竹
中

・
内
田
各
監
事
、
小
倉

・

重
廣

・
今
村
各
常
任
評
議
員

【委
任
】
石
田

・
藤
井

・
大
蔵
各
理
事

●
議
事
に
先
立
ち
、
平
山
会
長
よ
り
今

回
が
現
執
行
部
最
後
の
理
事
会
と
な
っ

た
。
な
し
得
な
か
っ
た
改
革
に
つ
い
て

は
、
「引
継
ぎ
書
」
に
よ
っ
て
次
期
執
行

部
に
引
継
ぎ
実
現
を
図

っ
て
戴
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
現
執
行
部
の
方
々
の

２
年
間
に
亘
る
協
力
に
感
謝
し
た
い
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

【議
事
録
署
名
人
】
斎
藤
・石
橋
各
理
事

【審
議
事
項
】

１

・
平
成
１９

ｏ
２０
年
度
役
員
及
び
評
議

員
候
補
に
つ
い
て

平
山
会
長
よ
り
、
４
月
理
事
会
の
審

議
に
基
づ
き
、
宮
下
新
会
長
候
補
と
面

談
し
、
既
に
候
補
者
リ
ス
ト
に
上

っ
て

い
る
中
か
ら
会
長

・
副
会
長
候
補
を
除

く
理
事
及
び
評
議
員
の
候
補
を
絞
り
、

そ
の
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
４
月
２１
日
の

評
議
員
会
に
提
案
、
承
認
さ
れ
、
４
月

２５
日
付
で
総
会
開
催
通
知
に
同
封
し
て

全
会
員
に
役
員

・
評
議
員
（案
）を
送
付

し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
推
薦
手
順
に
関
す
る
意
見
及
び
候

補
者
の
年
齢
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

２
。
「栃
木
支
部
」
設
立
承
認
申
請
に
つ

い
て「栃

木
支
部
」
設
立
発
起
人
会
の
渡
邊

事
務
局
長
よ
り
、
栃
木
在
住
会
員
に
同

意
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

４３
名
の
会
員
の

う
ち
、
設
立
同
意

・
入
会
３３
名
、
設
立

同
意

・
非
入
会
１
名
、
設
立
不
同
意
１

名
の
回
答
を
得
た
た
め
、
設
立
承
認
申

請
に
及
ん
だ
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
５

月
２７
日
に
設
立
総
会

・
祝
賀
会
開
催
の

予
定
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

３
ｏ
「支
部
長
」交
代
承
認
申
請
に
つ
い
て

０
北
海
道
支
部
‥
新
妻
徹
氏

（Ｍ
５
８

６
８
）
↓
長
谷
川
雄
助
氏

（Ｍ
６
１
０

３
）

②
山
形
支
部
‥
故
・斉
藤
哲
郎
氏

↓
佐

藤
淳
志
氏
（五
７
４
４
６
）
　

（承
認
）

４

・
首
都
圏
の
支
部
化
に
伴
う

「支
部

運
営
費
」
の
助
成
額
に
つ
い
て

ル
ー
ム
の
利
用
及
び
各
種
イ
ベ
ン
ト

ヘ
の
参
加
の
利
便
性
等
を
勘
案
し
、
次

の
と
お
り
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

●
「栃
木
支
部
」
及
び

「茨
城
支
部
」
の

ケ
ー
ス
‥
１
人
当
り
２
５
０
０
円

（規

定
ど
お
り
）

・
「千
葉
支
部
」
の
ケ
ー
ス
‥
１
人
当
り

１
５
０
０
円

（１
０
０
０
円
返
納
）

（承
認
）

５

ｏ
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別

会
計
の
支
出
に
つ
い
て

０
東
海
支
部
‥
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
（冬
期
）

登
山
隊
報
告
書
助
成
金
３０
万
円

②
関
西
支
部
‥
ク
ビ
ツ
ァ
ン
ポ
源
流
学

術
登
山
隊
助
成
金

１
０
０
万
円

（学
生

隊
員
の
育
成
等
に
期
待
）
　

　

（承
認
）

６

。
名
義
後
援
願
‥
第
８
回
ラ
イ
チ
ョ

ウ
会
議
長
野
大
会
実
行
委
員
会

８
月
１８

ｏ
ｌ９
日
　
大
町
市
で
開
催
さ

れ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
の
名
義
後
援

（承
認
）

７

ｏ
資
料
写
真
撮
影

ｏ
使
用
許
可
願
‥

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
（株
）

５
月
Ｈ
日
放
送
の

「午
後
は
○
○
思

い
ッ
き
リ
テ
レ
ビ
…
き
ょ
う
は
何
の
日

コ
ー
ナ
ー
」
に
使
用
す
る
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
隊
の
写
真
等
　
　
　
（承
認

・
有
料
）

８

ｏ
資
料
提
供
願
‥
（財
）日
本
地
図
セ

ン
タ
ー

月
刊
誌

『地
図
中
心
』
へ
の

『写
真

で
見
る
日
本
山
岳
会
の
１
０
０
年
』
９

ペ
ー
ジ
の
写
真
掲
載
　
　
　
　
（承
認
）

９

・
大
会
開
催
掲
載
願
‥
日
本
山
岳
文

化
学
会

Ｈ
月
２４

ｏ
２５
日
　
第
５
回
日
本
山
岳

文
化
学
会
大
会
の
開
催
要
領
掲
載
願

（承
認
）

１０

。
そ
の
他

０
第
６１
回
上
高
地
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
記
念

講
演
の
講
師
に
つ
い
て

信
濃
支
部
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
新
会

長
候
補
の
宮
下
秀
樹
氏
に
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
た
。

②

「高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
と
自
然

保
護
（委
）
の
関
係
に
つ
い
て

内
外
の
賛
同

・
協
賛
を
得
て
活
発
な

活
動
を
行
な
っ
て
い
る

「高
尾
の
森
づ
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く
り
の
会
」
と
自
然
保
護
（委
）
の
関
係

に
つ
い
て
議
論
を
行
な
っ
た
。　
一
部
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
促
す
と
の
意
見
も
あ

っ
た
が
、
山
岳
環
境
保
全
と
い
う
公
益

性
の
観
点
か
ら
、
今
後
も
自
然
保
護

（委
）
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
活
動
す

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
大
勢
を
占

め
、
次
期
理
事
会
で
実
態
把
握
の
上
、

調
整
す
る
よ
う
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
。

【報
告
事
項
】

１

・
評
議
員
会
に
つ
い
て

（会
長
）

去
る
４
月
２１
日
に
開
催
、
平
成
１９

ｏ

２０
年
度
役
員

・
評
議
員
の
候
補
者
（案
）

選
考
過
程
に
つ
い
て
経
過
説
明
を
し
た

の
ち
、
了
承
を
得
た
。
候
補
者
（案
）
に

つ
い
て
は
総
会
開
催
通
知
に
同
封
す
る

こ
と
と
し
た
。

２

・
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員

会
に
つ
い
て

（吉
永
）

去
る
４
月
１２
日
に
開
催
、
『百
年
史
』

が
３
月
末
に
発
行
さ
れ
会
員
に
送
付
し

た
旨
の
報
告
を
し
、
併
せ
て
、
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
平
成
１９
年
度
末
で
決
算

を
行
な
い
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

も
平
成
２０
年
度
第
１
回
総
会
に
提
案
す

る
旨
の
報
告
を
し
た
。

３

ｏ
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会

・
解
散
式
に
つ
い
て

（吉
永
）

去
る
４
月
２６
日
、
実
行
委
員
の
ほ
か

事
業
委
員
及
び
支
部
か
ら
の
出
席
者
を

得
て
開
催
。
各
委
員
会
の
報
告
の
の
ち
、

実
行
委
員
会
の
解
散
式
を
行
な
い
、
慰

労

ｏ
懇
親
会
を
実
施
し
た
。

４

ｏ
評
議
員
　
竹
田
寛
次
氏
逝
去

去
る
５
月
５
日
逝
去
さ
れ
た
旨
報
告

が
な
さ
れ
、
評
議
員
と
し
て
の
ご
活
躍

に
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
祈

っ
た
。

５
。
「高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
活
動
報

生回
５
月
１２
ｏｌ３
日

「み
ど
り
の
感
謝
祭
・

森
の
市
」
出
展
及
び
新
潟
県
魚
沼
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

「魚
沼
伝
習
館
」
と
の
提
携
活

動
等
に
つ
い
て
。

６

ｏ
５
月
度
入
会
者
　
　
　
　
　
１９
名

２

日

７

日

１

０

１

会

総
務
委
員
会
　
高
尾
の
森
づ
く

り
実
行
委
員
会
　
九
五
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
０１
会

理
事
会
　
事
業
委
員
会
　
山
想

倶
楽
部
　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

学
生
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

総
務
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

図
書
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
小
委
員
会

緑
爽
会

ゆ

15    14 10    9    8
日   日 日   日   日

21 19
日 日

17 16
日 日

30 29    28 25 24    23 22会
員
異
動

（５
月
）

物
故

竹
田
寛
次

岡
部
　
賞

原
口
令
昭

伊
達
篤
郎

退
会

西
川
　
廣

灘
地
信
夫

野
澤
重
治

佐
藤
行
彦

伊
丹
紹
泰

丸
山
敏
郎

本
多
　
矩

木
村
義
照

（４

５
９

６
）

（１

３

８

９

８
）

（１

４

２

２

３
）

（５

１

５

４
）

（
５
０

９

０
）

（６

３

２

５
）

（６

６

０

６
）

（
７
２

４

３
）

（
７

４

９

０
）

（
７

７

０

７
）

（９

０

２

９
）

（９

９

２

０
）

日日日日

き
わ
り
会

三
水
会
　
つ
く
も
会

科
学
委
員
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ

支
部
長
会
議

資
料
映
像
委
員
会
　
プ
モ
リ
研

究
会

千
葉
支
部
　
山
遊
会
　
００
会

会
務
引
継
ぎ
の
会
　
麗
山
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会
　
新
土
曜
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会
　
高
尾
の
森
づ
く

り
実
行
委
員
会

臨
時
理
事
会

青
年
部

５
月
来
室
者
５６５
名

只

都
東
海

07070707

5555
26 6 6 5

石
川

北
海
道

山
戸

潔

三
枝
啓
子

後
藤
　
正

伊
能
泰
郎

兼
子
洋
行

黒
澤
　
満

北
村
恨

一

星
野
修
二

佐
野
辰
彦

藤
井
迪
夫

永
田
康
弘

井
山
昭
武

森
川
　
清

杉
山
雅
彦

松
山
　
昇

畠
中
　
博

橋
本
剛
治

太
田
尾
高
利

１

０

０

１

５
）

１

０

３

２

６
）

１

０

７
０

０
）

１

０

７
２

６
）

１

１

４

１

１
）

１

１

４

７

２
）

１

２

５
０

９
）

１

２

６

５

０
）

１

２

７

７

４
）

１

２

９

０

０
）

１

３

０

１

７
）

１
３

１

０

２
）

１

３

１

８

２
）

１
３

２

４

７
）

１

３

３

８

３
）

１

３

９

２

８
）

１

４

１

３

７
）

1

3
0
4
8

関
西

関
西

越
後

静
岡

福
島

福
井

東
海

山
梨

岐
阜

山
形

宮
崎
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0 羹 閂

インフォメーシヨン

: N:

Ｊヽ
′
日

、 N

芍 “
メロЧいヽト

◆
第
３
回

「山
の
博
覧
会
」
開
催

山
梨
支
部

山
の
博
覧
会
は
、
登
山
の
普
及
と
山

岳
文
化
の
振
興
を
目
的
に
、

０５
年
よ
り

毎
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

「山
と
文
化
」
と
題
し
、
信
州
大
学
の
笹

本
正
治
氏
と

『北
八
ツ
彿
径
』
の
著
者

で
あ
る
山
口
耀
久
氏
の
講
演
を
行
な
い

ま
す
。
懐
か
し
い
山
の
歌
を
歌
う
企
画

や
、
会
員
の
作
品
展
示
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
入
場
無
料
。

日
時
　
７
月
７
日
０
１０
時
～
１５
時
３０
分

場
所
　
山
梨
学
院
大
学
メ
モ
リ
ア
ル
ホ

ー

レ

受
講
申
し
込
み
の
詳
細
は
①
ま
た
は
②

ま
で
。

①
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「山

の
博
覧
会
」
係

（口
０
５
５
１
２
２
４

‐
１
３
５
５
田
０
５
５
‐
２
２
４
‐
１
４

９
６
）

②
山
梨
支
部
事
務
局
　
古
屋
寿
隆

（Ш
＆
団
０
５
５
‐
２
７
６
‐
８
０
０
４

回
ρ
ρ
ｏＦ
Ｎ∞∞く
０
◎
お
①ｒ
８
Ｐ
●
①
む
）

◆
『越
後
山
岳
１１
号
』
発
行
の
お
知
ら
せ

越
後
支
部

創
立
６０
周
年
記
念
号
を
発
行
し
ま
し

た
。
越
後
支
部
６０
周
年
の
歩
み
を
基
本

に
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
５
判
、
５
０
３
で
、
定
価
２
９
０

０
円

（送
料
込
）
。

購
入
希
望
の
方
は
越
後
支
部
事
務
局

ま
で

（０
９５９”
３２６５
　
新
潟
県
岩
船
郡
関
川

村
下
関
１
１
０
０
１
１

越
後
支
部
事
務
局
　
横
山
征
平

口
＆
田
０
２
５
４
‐
６
４
‐
０
４
６
９
）

◆
夏
山

『北
信
三
山
放
射
状
登
・‥．塵

事
業
委
員
会

戸
隠
小
舎
を
ベ
ー
ス
に
高
妻
、
黒
姫
、

飯
綱
山
に
登
り
ま
す
。
前
半
は
、
ミ
セ

ス
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
に
参
加
を
予
定
。

日
時
　
８
月
４
日
囲
～
７
日
ω

集
合
　
４
日
　
１２
時
３０
分

解
散
　
７
日
　
１５
時

＊
集
合

ｏ
解
散
と
も
に
戸
隠
小
舎

宿
泊
　
戸
隠
小
合

費
用
　
３
万
５
０
０
０
円

（宿
泊
、
弁

当
、
保
険
料
、
現
地
交
通
費
、
通
信

費
他
）

定
員
　
２０
名

申
込
　
７
月
２０
日
迄
に
中
原
良
材
ま
で

（田
０
４
２
‐
９
２
４
‐
３
０
４
９

図
●
”Ｆ
”Ｆ
”「”
◎
り
Ｏヽ
ｏ
①
【』
〇
・ピ
）

＊
計
画
の
詳
細
は
７
月
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
自
然
保
護
全
国
集
会
の
予
告

自
然
保
護
委
員
会

０７
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会
（山
梨
・

静
岡
支
部
共
催
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
Ｈ
月
１７
日
０
～
１８
日
回

場
所
　
山
梨
県
「
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
西
湖
」

テ
ー
マ
は
①
高
山
植
物
、
山
の
ト
イ
レ
、

登
山
道
。
②
富
士
の
自
然
と
文
化
。

仮
申
込
み
受
付
中

（川
越
尚
子
ま
で

回

０

４

２

‐

３

２

１

‐

６

０

５

９

図
Ｆ
”ヨ
””
〇ユ
●ｏ０
８
■
げ
ぼ
】ｏσ
①
』
①・ピ
）

＊
詳
細
は
８
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

奥野渓石

¨
編
集
後
記
¨

●
５
月
１９
日
に
通
常
総
会
が
開
か
れ
、

宮
下
秀
樹
会
長
に
よ
る
新
執
行
部
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
山
岳
会
の
舵

取
り
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
平
山
善
吉
前
会
長
を
は
じ
め
理
事
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

●
そ
の
平
山
前
会
長
に
退
任
の
挨
拶
と
、

宮
下
新
会
長
に
抱
負
を
綴

っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
会
の
挨
拶
と
重
複
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
山
岳
会
の
今
後

に
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
し
た
。

・
総
会
の
当
日
は
大
変
多
く
の
会
員
の

方
た
ち
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
盛
会
で
し
た
。た
だ
や
は
り
、若
い
会

員
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
山
に
は
若
い
登
山
者
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
の
に
、
山
岳
会

は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
若
い
会
員
の
入
会

が
、
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　

（神
長
幹
雄
）
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